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1 GLn(Z) := {A ; 整数係数の n次正方行列, det A = ±1}は行列の積に関して群をな
すことを示せ. また, SLn(Z) := {A ∈ GLn(Z) ; det A = 1}はGLn(Z)の正規部分群
であることを示せ.

2 4次元ユークリッド空間R
4の部分集合M を次で定める.

M =
{
(x, y, z, w) ∈ R

4; x2 − y2 + z3 − 3zw2 = 2xy + 3z2w − w3 = 1
}

.

このとき, M は 2次元多様体 (正確にはR
4の 2次元部分多様体)であることを示せ.

3 {zn}∞n=1を zn > 0 (n ≥ 1)なる数列とする. このとき, 以下のことを示せ. ただし, 実
数列 {an}∞n=1について, lim sup

n→∞
an, lim inf

n→∞
anはそれぞれ {an}∞n=1の上極限, 下極限を

表すとする.

(1) lim sup
n→∞

zn+1

zn

< 1ならば, 級数
∞∑

n=1

znは収束する.

(2) lim inf
n→∞

zn+1

zn

> 1ならば, 級数
∞∑

n=1

znは発散する.

4 以下の常微分方程式の一般解を求めよ.

x′(t) = −2

t
x(t) +

1

t3
.


